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韓
国
で

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

韓
か ん

国
こ く

海外へ豊岡のコウノトリが飛んで行った！
2014年、J0051というメスのコウノトリがとう

とう海を渡
わた

り、韓国慶
キョン

尚
サン

南
ナム

道
ド

金
キ

海
メ

市のファポチョ

ン湿
しっ

地
ち

に舞
ま

い降
お

りました。そのことがきっかけで

韓国ではコウノトリへの関心が高まり、コウノト

リを守るための取組が広がりました。このコウノ

トリをブランドにしたお米ができたり、人工巣
す

塔
とう

が設
せっ

置
ち

されたり、釣
つ

り場だった湿地を釣り禁
きん

止
し

に

してコウノトリがくらしやすい環
かん

境
きょう

を作ったりしました。

その後、2015年にはJ0092、J0094というコウノトリが韓国へ飛来し、豊岡のコウ

ノトリは、日本と韓国を行き来するようになっています。

トヨン 和
お

尚
しょう

豊岡から飛来したコウノトリのことを聞かせてく

ださい。

豊岡からはるばる海を渡
わた

ってたった1羽で韓

国に飛来したコウノトリJ0051は、お坊
ぼう

さん

として山
やま

奥
おく

に一人でくらして修
しゅ

業
ぎょう

をする自分と

とても似
に

ているなと思い、とても興
きょう

味
み

がわいて

きました。私
わたし

はそのコウノトリにポンスニとい

う愛
あい

称
しょう

をつけ、観察をはじめました。ポンスニ

インタビュー

韓国でヒラメをくわえて飛ぶ豊岡のコウノトリ

の飛来は、人々の、コウノトリへの関心を高めました。韓国ではちょうどコウノ

トリを放鳥する前だったので、ポンスニが人々に勇気を与
あた

えてくれたのだ、と思

います。その後も豊岡で巣立ちしたコウノトリが何羽も韓国へ来てくれるのでう

れしいですよ。

トヨンさんはどんな活動をしていますか？　

コウノトリをたくさんの人々に知ってもらうための活動をしています。韓国と

日本を行ったり来たりするようになったポンスニをはじめ、コウノトリたちの素
す

敵
てき

なところを撮
さつ

影
えい

して絵葉書にしたり、コウノトリの本を作って配ったり。ポン

スニのファンクラブもつくりました。

韓国のことわざに「人が本を作り、本が人を創
つく

る」というものがあります。私
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は「人がコウノトリを復
ふっ

活
かつ

さ

せ、コウノトリが人を復活さ

せる」と信じています。人間

が人間らしくくらすための未

来をコウノトリが示してくれ

ると思うのです。

韓
かん

国
こく

にはまだコウノトリが

安心してくらせるだけの環
かん

境
きょう

がないので、ポンスニファン

クラブの会長として、これか

らもがんばりますよ。　　

コウノトリが教えてくれた
豊岡市日高町伊府

豊岡市内でも、いろいろな場所でコウノトリの

飛来が湿
しっ

地
ち

づくりや環境保
ほ

全
ぜん

の取組を広げていま

す。植
うえ

村
むら

直
なお

己
み

冒
ぼう

険
けん

館
かん

の近くにある日高町伊
い

府
ぶ

の湿

地は、水草が年中青々としています。

以前は、立木の間に草がからまり、不
ふ

法
ほう

投
とう

棄
き

（捨
す

ててはいけない場所にごみを捨てること）で

ごみがちらかっていましたが、寒い冬に雪が降っ

ても、温かいわき水のおかげで雪が積もらないこの場所は、コウノトリの良いエサ場に

なっていました。そこで、もっと生きものを増
ふ

やして、コウノトリの住みやすい湿地にな

るようにと、地域の人たちが「ひろちゃんクラブ」を立ち上げて、湿地保全活動が始まり

ました。

地域住民は「きれいにすれば不法投棄もなくなる」ことに気づき、「生きものの心地よ

い場所をさらによくしたい」という思いを合言葉に、住民主体の保全活動を続けていま

す。

伊府湿地での活動

ポンスニは放鳥前に大陸から豊岡に
やってきたハチゴロウみたいだね。

市 内 で も ！

市立コウノトリ文化館で写真展を開催
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コ
ウ
ノ
ト
リ
が

人
を
つ
な
ぐ

コウノトリ湿
しっ

地
ち

ネット代表
（日本コウノトリの会）

佐
さ

竹
た け

　節
せ つ

夫
お

 さん

豊岡のコウノトリが色々な所へ飛んでいくことで、ど

んなことが必要になってきていますか？

例えば、コウノトリが舞
ま

い降
お

りた地
ち

域
いき

の人々の

反
はん

応
のう

は、「あの大きくてきれいな鳥は何という鳥

なんだろう？足
あし

環
わ

がついている！」から始まり、

「調べると、豊岡市から来たみたい」となって、

「気になるんだけど、どうすればいいの？」とな

るのがいつものことです。

そうなると、豊岡のコウノトリに関わる団
だん

体
たい

に

インタビュー

連
れん

絡
らく

があって、「コウノトリとのつきあい方を教えてほしい」と言われます。私
わたし

たちはコ

ウノトリを見守ってきた先
せん

輩
ぱい

として、「離
はな

れてそっと見守ってほしい」とか、「写真が撮
と

れるようならぜひ送ってほしい（足環からいろいろなことが分かるから）」など、観察の

方法を伝えます。そして舞い降りた地域の方がコウノトリと過
す

ごすうちに「幸せを運んで

くるコウノトリ」の不思議な魅
み

力
りょく

にひかれていきます。「長くここにいてくれるようにす

るにはどうしたらいいのかな？」

こうして、保
ほ

護
ご

の歴史やコウノトリ育む農法の取

組などを実
じっ

際
さい

に豊岡に来て勉強し、環
かん

境
きょう

づくりを進

める人が、コウノトリが増
ふ

えていくのと同時に、確
かく

実
じつ

に増えています。そこで私たちは、コウノトリ野

生復
ふっ

帰
き

を進める先輩として、うまくいったこと、し

てはいけないこと、失敗したことなどを相談し合え

る場を作ることにしました。今、全国の飛来先から

必要とされていて、交流とかネットワークづくりと

言いかえることもできますね。

同じ気持ちを持った仲間がいれば、一人でもやもやしながら進めているよりも心強くな

り、がんばれます。「あぁ、豊岡でも失敗していたのか」「へぇ、あなたも私と同じ気持

ちなのね」といった具合に。こうしてやり取りをし合ううちに、つながりが深まり、コウ

ノトリと一
いっ

緒
しょ

にくらすまちが増えていくことで、コウノトリは絶
ぜつ

滅
めつ

の危
き

機
き

から救われるで

しょう。そして、コウノトリ自身がけなげにくらす様子、コウノトリを思いやる人々の行

動、色々な命への共感の広がりなどが積み重なって、「人間にとっても大事なことなん

だ」と、私たちはコウノトリに教えてもらうのです。

コウノトリ市民交流会の様子
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２. 豊岡に続け！コウノトリ野生復
ふ っ

帰
き

が広がる

（1）千葉県野
の

田
だ

市と福井県越
え ち

前
ぜ ん

市でコウノトリを放鳥
豊岡の取組に共感し、コウノトリ野生復帰に取り組むまちが

現
あらわ

れました。

2015年、生物多
た

様
よう

性
せい

のシンボルとしてコウノトリの舞
ま

う里

を目指し、千葉県野田市で3羽のコウノトリが放鳥されまし

た。

同じ年、豊岡と並
なら

びかつてのコウノトリの生息地だった福井

県越前市でも2羽のコウノトリが放鳥されました。野田市、越

前市でもコウノトリと共にくらせるまちづくりの取組が広がっ

ているようです。

豊岡で世界初のコウノトリの野生復帰に取り組んできた人た

ちは、積み上げてきた経
けい

験
けん

を生かし、新たに取り組む人たちを

応
おう

援
えん

したり、協力したりしているのです。

野田市の放鳥式でかざられた
三江小学校の子どもたちから
の折り鸛

越前市でのコウノトリ放鳥
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（2）韓
か ん

国
こ く

でコウノトリを放鳥
韓国でもかつては多くのコウノトリが生息し

ていました。しかし、自然環
かん

境
きょう

の変化に伴
ともな

って

数を減
へ

らし、1994年には保
ほ

護
ご

されていた最後

の1羽が死
し

亡
ぼう

して韓国で繁
はん

殖
しょく

するコウノトリは

絶
ぜつ

滅
めつ

してしまいました。1996年以
い

降
こう

、韓国教

員大学がロシアや日本からコウノトリを譲
ゆず

り受け、人工飼
し

育
いく

・繁殖を行いました。その

後、禮
イエ

山
サン

コウノトリ公園が設
せっ

置
ち

され、放鳥の準
じゅん

備
び

が進められてきました。

そして2015年9月に8羽のコウノトリが放鳥されました。放鳥には豊岡からも、たくさ

んの人がかけつけ見守りました。翌
よく

年の2016年には放鳥したコウノトリのペアがさっそ

く野外でヒナをかえし、2羽が巣立ちしました。

近い将
しょう

来
らい

に、海を渡
わた

って韓国へ飛来している豊岡のコウノトリと韓国で放鳥されたコウ

ノトリがペアになり、ヒナが誕
たん

生
じょう

する日がやってくるかもしれません。そして、韓国と日

本の間には歴史的に様々な課題がありますが、コウノトリが新たな交流を生み、お互
たが

いを

理
り

解
かい

し合う手助けをしてくれる友好のシンボルになるかもしれませんね。

日本と韓国の子どもたちが豊岡で交流会

韓国でのコウノトリ放鳥

豊岡以外でコウノトリ野生復帰に取
り組むまちはどんな取組をしているの
かな？豊岡と比べてみよう。
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人里近くでくらすコウノトリと共に生きる豊岡の取組は、世界的にも有名です。豊岡か

ら多くのことを学んで各地の取組に役立てようと、日本はもちろん世界中から様々な人が

やって来ます。

■ラムサール条
じょう

約
やく

事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

が豊岡を訪
ほう

問
もん

2014年、スイスにあるラムサール条約事務局からクリストファー・ブリッグス事務

局長らが豊岡を訪
おとず

れました。市内の湿
しっ

地
ち

や様々な取組を見学した事務局長は、「多く

の生きものがくらす環
かん

境
きょう

が、いろいろ

な人の協力でつくられていることが特

にすばらしい。」と高く評
ひょう

価
か

されまし

た。そのほか、香
ホン

港
コン

の環境長官が来
らい

訪
ほう

したり、開発途
と

上
じょう

国への支
し

援
えん

を行う独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法人国
こく

際
さい

協力機
き

構
こう

（JICA）の研
けん

修
しゅう

でセルビアやインドネシアの行
ぎょう

政
せい

職
しょく

員
いん

が訪れるなど、世界の環境関係者が

豊岡の取組に注目しているのです。

■ NHK 総
そう

合
ごう

『ダーウィンが来た！～生きもの新伝説～』にコウノトリが登場

半世紀ぶりに日本の野外でくらすようになったコウノトリ。その姿
すがた

がNHKの人気動

物番組で、これまでに2回も特集されました。2016年のコウノトリの特集は、歴代の

ダーウィンが来た！で視
し

聴
ちょう

率
りつ

が2位になりました。多くの人々の関わりと様々な命のつ

ながりに支
ささ

えられて

生きるコウノトリの

姿は、日本中の人々

から注目されていま

す。

ラムサール条約事務局長の視察の様子

2007 年の放送 2016 年の放送

3．注目を集める「コウノトリも
●

住めるまち」

ヒゲじい
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イスラエルの絵本作家ラン・レヴィ・
ヤマモリさんによる授業

■海外のメディアでも

人と自然との共生を目指すコ

ウノトリ野生復
ふっ

帰
き

の取組は、世

界のメディア関係者からも注目

されています。日本と同じように

コウノトリ野生復帰に取り組む韓
かん

国
こく

のテレビ局や新聞社、農業問題

に取り組む台
たい

湾
わん

のテレビ局、イス

ラエル在
ざい

住
じゅう

の絵本作家など、様々な国の取材

チームが豊岡を訪
おとず

れて、コウノトリの取組を

各国で紹
しょう

介
かい

しています。

■大学生・大学院生も研究

世界初のコウノトリ野生復帰の取組は、これまでに

東京大学大学院、京都大学やイギリスのケンブリッジ

大学大学院など、様々な大学・大学院の研究室や学生

によって研究されてきました。研究の内
ない

容
よう

は、コウノ

トリの生
せい

態
たい

だけでなく、その生息を支
ささ

える農業や里山

の自然環
かん

境
きょう

、さらには人々の意
い

識
しき

や関わり方までもが

調
ちょう

査
さ

の対象になっています。コウノトリを復活させた

豊岡は、生きものと共にくらす社会の仕組みや生物多
た

様
よう

性
せい

を未来につないでいくための取

組を研究できるまちとして、世界的

に注目されているのです。

2014年からは、兵庫県立大学大

学院「豊岡ジオ・コウノトリキャン

パス」が県立コウノトリの郷公園内

に開校し、豊岡でくらしながら研究

に取り組む学生によって、さらにく

わしい研究が進んでいます。

東京大学大学院による実習

台湾メディアによる取材

第
1
編　
ジ
オ
パ
ー
ク

第
3
編　
産
業
・
文
化

第
2
編　
コ
ウ
ノ
ト
リ

資
料



91

未来へ…（メッセージ）第5章

コウノトリがおしえてくれた
わたしは今、十

じゅう

字
じ

路
ろ

の真ん中に立っているような気がしています。

右と左は、現
げん

在
ざい

、コウノトリを野生復
ふっ

帰
き

させるために活動や支
し

援
えん

をし

てくれている、いろいろな人たちの集まりです。うしろは、これまでコウ

ノトリの保
ほ

護
ご

に取りくんできてくれた人たちの集まりです。

人間が生きものと仲良くくらしている生活、そのシンボルとしてコウ

ノトリは豊岡の空に舞
ま

ってくれました。

わたしはコウノトリが大空に飛び上がったとき、「わーっ」とあがっ

た子どもたちの声、人工巣
す

塔
とう

から飛びだそうとするヒナに「それーっ」と

さけんだ、子どもたちの歓声に感動しました。

そうか、コウノトリも宝
たから

物
もの

だけど、この子どもたちも宝物なんだ、と

気づきました。

コウノトリの自然への放鳥、野生児
じ

のヒナの誕
たん

生
じょう

を経
けい

験
けん

して、わたし

は、コウノトリときみたちが安心して進んでいけるように、人と生きもの

にやさしい環
かん

境
きょう

づくりをしようと気持ちを新たにしています。

 

十字路の、わたしの前にのびている道は、きみたちとコウノトリが歩
あゆ

んでいく道です。

 
  「コウノトリがおしえてくれた」より

県立コウノトリの郷
さと

公園　初
しょ

代
だい

研究部長　　池
いけ

田
だ

  啓
ひろし
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提供：県立コウノトリの郷公園
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資料 2016年11月現在野
や

外
が い

個
こ

体
た い

一
い ち

覧
ら ん

表
ひょう

営巣場所・営巣ペア 個体番号・性別
個体識別

生年月日 放鳥・巣立ち情報 備考右脚輪 左脚輪
羽の染色

踵上 踵下 踵上 踵下

放鳥した 
コウノトリ

Ｊ0232 ♂ 1998/04/29 2005/9/24郷公園放鳥 2007/2/11死亡（感電）
Ｊ0290 ♂ 2000/05/01 2005/9/24郷公園放鳥 2008/2/21収容
Ｊ0294 ♀ 赤 黒（番号） 黄 青 緑 2001/04/03 2005/9/24郷公園放鳥
Ｊ0296 ♀ 赤 黒（番号） 黄 緑 黄 2001/04/05 2005/9/24郷公園放鳥
Ｊ0362 ♀ 赤 赤 2003/04/10 2005/9/24郷公園放鳥
Ｊ0242 ♀ 1998/05/15 2005/9/30野上放鳥 2006/5/23収容
Ｊ0262 ♀ 1999/06/11 2005/9/30野上放鳥 2006/5/23収容
Ｊ0001 ♂ 黒 黒（番号） 黒 黄 2006/05/18 2006/7祥雲寺放鳥
Ｊ0002 ♀ 2006/05/19 2006/7祥雲寺放鳥 2011/9/3死亡
Ｊ0384 ♀ 2004/04/28 2006/9/23円山川放鳥 2014/6/27収容
Ｊ0363 ♀ 赤 黒（番号） 緑 赤 青 2003/04/26 2006/9/23円山川放鳥
Ｊ0389 ♂ 2004/05/10 2006/9/23円山川放鳥 2011/3/21死亡
Ｊ0228 ♀ 黄 黒（番号） 緑 黒 青 1998/04/15 2006/9/24河谷放鳥
Ｊ0275 ♂ 赤 黄 黒 黒 2000/04/11 2006/9/24河谷放鳥
Ｊ0381 ♂ 青 黒 黄 黄 2004/04/26 2006/9/24河谷放鳥
Ｊ0382 ♀ 青 黒（番号） 黒 黄 赤 2004/04/27 2006/9/24河谷放鳥
Ｊ0403 ♀ 2005/05/14 2007/9/22楽々浦放鳥 2013/3/31収容
Ｊ0405 ♂ 2006/04/16 2007/9/22楽々浦放鳥 2014/9/19収容
Ｊ0408 ♂ 2006/05/24 2007/9/22楽々浦放鳥 2011/2/24死亡
Ｊ0391 ♂ 青 黒（番号） 黒 青 黄 2004/05/12 2007/9/23山本放鳥
Ｊ0399 ♀ 青 黒（番号） 黒 緑 緑 2005/04/08 2007/9/23山本放鳥
Ｊ0426 ♂ 青 黒（番号） 赤 黒 黄 2008/05/25 2008/7三木放鳥
Ｊ0428 ♀ 青 黒（番号） 赤 黒 青 2008/05/25 2008/7三木放鳥
Ｊ0398 ♀ 2005/04/06 2009/10唐川放鳥 2009/12/29死亡（餓死）
Ｊ0400 ♂ 2005/04/30 2009/10唐川放鳥 行方不明
Ｊ0442 ♀ 2010/04/29 2010/7山本放鳥 2010/9/14死亡（事故）
Ｊ0443 ♀ 2010/04/28 2010/7山本放鳥 2011/5/1収容
Ｊ0411 ♂ 2006/04/01 2012/9袴狭放鳥 2012/12/11死亡
Ｊ0476 ♂ 青 緑 黒 黄 2013/04/05 2013/6伊佐放鳥
Ｊ0477 ♂ 2013/04/05 2013/6伊佐放鳥 2015/5/1死亡確認
Ｊ0480 ♀ 青 緑 黄 黒 2013/05/16 2013/7三保放鳥
Ｊ0481 ♂ 青 緑 黄 黄 2013/05/16 2013/7三保放鳥
Ｊ0500 ♂ 緑 黒 黒 黒 2014/04/21 2014/7三保放鳥
Ｊ0501 ♀ 緑 黒 黒 黄 2014/04/21 2014/7三保放鳥
Ｊ0110 ♀ 黒 緑 赤 黒 2015/04/16 2015/6三保放鳥
Ｊ0111 ♂ 黒 緑 赤 黄 2015/04/20 2015/6伊佐放鳥
Ｊ0112 ♂ 黒 緑 赤 赤 2015/04/20 2015/7伊佐放鳥
Ｊ0134 ♂ 黄 黒 黄 緑 2016/04/18 2016./6/24三保放鳥
Ｊ0135 ♂ 黄 黒 赤 黒 2016/04/20 2016./6/24三保放鳥
Ｊ0136 ♂ 黄 黒 赤 黄 2016/05/01 2016/7/7伊佐放鳥
Ｊ0137 ♂ 黄 黒 赤 赤 2016/05/04 2016/7/17伊佐放鳥

飛来したコウノトリ エヒメ ♀ 2006/5 飛来

百合地
 Ｊ0228×Ｊ0275

Ｊ0003 ♀ 2007/05/19 2007/7/31巣立ち 行方不明
Ｊ0004 ♀ 2008/03/20 2008/6/10巣立ち 2014/7/11死亡確認
Ｊ0005 ♀ 2008/03/20 2008/6/4巣立ち 2009/4/6死亡（事故）
Ｊ0012 ♀ 黒 黒（番号） 黒 赤 赤 2009/03/11 2009/5/24巣立ち
Ｊ0025 ♂ 黒 黄 黒 黒 緑 橙 2010/06/21 2010/8/29巣立ち
Ｊ0026 ♂ 2010/06/21 2010/8/29巣立ち 2010/9/13死亡（衰弱）
Ｊ0027 ♀ 2010/06/21 2010/8/29巣立ち 2010/9/19死亡（衰弱）
Ｊ0045 ♂ 2011/07/16 2011/9/24巣立ち 2012/4/11死亡
Ｊ0046 ♂ 黒 黒（番号） 黄 緑 黄 緑 2011/07/16 2011/9/21巣立ち
Ｊ0062 ♂ 2013/04/09 2013/6/22巣立ち 行方不明
Ｊ0063 ♀ 2013/04/09 2013/7/1巣立ち 2013/12/24死亡
Ｊ0064 ♀ 黒 赤 赤 緑 2013/04/09 2013/6/16巣立ち
Ｊ0095 ♀ 2014/05/22 2014/8/3巣立ち 2014/8/29死亡

赤石 
Ｊ0384×Ｊ0389 Ｊ0020 ♂ 黒（番号） 黒 緑 2010/04/05 2010/6/14巣立ち

赤石 
Ｊ0426×Ｊ0017

Ｊ0106 ♀ 黒 緑 黄 黄 2015/04/07 2015/6/10巣立ち
Ｊ0107 ♀ 黒 緑 黄 赤 2015/04/07 2015/6/10巣立ち
Ｊ0122 ♂ 黒 緑 緑 赤 2016/03/29 2016/6/8巣立ち
Ｊ0123 ♀ 黒 緑 緑 青 2016/03/29 2016/6/8巣立ち
Ｊ0124 ♀ 黒 緑 緑 緑 2016/03/29 2016/6/8巣立ち

福田 
Ｊ0384×Ｊ0391 Ｊ0006 ♀ 黒 黒（番号） 黒 黄 黄 2008/04/19 2008/6/22巣立ち

福田 
Ｊ0004×Ｊ0011 Ｊ0059 ♀ 黒 黒（番号） 赤 黄 緑 2012/05/15 2012/7/16巣立ち

福田 
Ｊ0004×Ｊ0020

Ｊ0079 ♂ 2013/05/09 2013/7/13巣立ち 2013/7/21死亡
Ｊ0080 ♀ 2013/05/09 2013/7/13巣立ち 2013/8/20死亡
Ｊ0088 ♂ 2014/04/02 2014/6/23巣立ち 行方不明
Ｊ0089 ♀ 黒 青 赤 緑 2014/04/02 2014/6/10巣立ち
Ｊ0090 ♀ 2014/04/02 2014/6/10巣立ち 2014/10/31死亡確認

福田 
Ｊ0010×Ｊ0020

Ｊ0101 ♂ 黒 緑 黒 黄 2015/03/29 2015/6/21巣立ち
Ｊ0102 ♀ 黒 緑 黒 赤 2015/03/29 2015/6/16巣立ち

河谷電柱
Ｊ0016×Ｊ0025 Ｊ0113 ♂ 2015/05/21 2015/7/25巣立ち 2015/8/5死亡確認

戸島 
Ｊ0294×Ｊ0391

Ｊ0007 ♂ 2008/04/27 2008/7/6巣立ち 2009/1/8死亡（事故）
Ｊ0008 ♂ 2008/04/27 2008/7/3巣立ち 2013/5/23死亡
Ｊ0009 ♀ 黒 黒（番号） 黒 黄 緑 2008/04/27 2008/7/2巣立ち
Ｊ0013 ♂ 黒 黒（番号） 黒 赤 青 2009/04/02 2009/6/11巣立ち
Ｊ0014 ♀ 黒 黒（番号） 黒 赤 緑 2009/04/02 2009/6/9巣立ち
Ｊ0022 ♀ 黒 黒（番号） 黒 緑 赤 2010/03/30 2010/6/11巣立ち
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営巣場所・営巣ペア 個体番号・性別
個体識別

生年月日 放鳥・巣立ち情報 備考右脚輪 左脚輪
羽の染色

踵上 踵下 踵上 踵下

戸島 
Ｊ0294×Ｊ0391

Ｊ0023 ♀ 黒 黒（番号） 黒 緑 青 2010/03/28 2010/6/8巣立ち
Ｊ0028 ♀ 黒 黒（番号） 黄 黒 青 2011/04/05 2011/6/9巣立ち
Ｊ0029 ♀ 2011/04/06 2011/6/11巣立ち 2015/4/26死亡
Ｊ0047 ♀ 黒 黒（番号） 黄 緑 赤 2012/04/02 2012/6/7巣立ち
未標識 ? 2012/04/02 2012/6/10巣立ち 行方不明
Ｊ0082 ♂ 2013/04/10 2013/6/25巣立ち 行方不明
Ｊ0096 ♂ 2014/06/04 2014/8/11巣立ち 2015/10/5死亡確認
Ｊ0097 ♂ 黒 青 緑 赤 2014/06/04 2014/8/9巣立ち
Ｊ0098 ♂ 黒 青 緑 青 2014/06/04 2014/8/12巣立ち
Ｊ0104 ♀ 黒 緑 黒 緑 2015/04/01 2015/6/10巣立ち
Ｊ0105 ♀ 黒 緑 黄 黒 2015/04/01 2015/6/10巣立ち
Ｊ0125 ♂ 黄 黒 黒 黒 2016/04/02 2016/6/10巣立ち
Ｊ0126 ♂ 黄 黒 黒 黄 2016/04/02 2016/6/15巣立ち

野上 
Ｊ0362×Ｊ0001

Ｊ0010 ♀ 黒 黒（番号） 黒 赤 黒 2008/05/01 2008/7/3巣立ち
Ｊ0015 ♀ 黒 黒（番号） 黒 青 黒 2009/04/24 2009/7/2巣立ち
Ｊ0016 ♀ 黒 黒（番号） 黒 青 黄 2009/04/22 2009/6/29巣立ち
Ｊ0017 ♀ 黒 黒（番号） 黒 青 赤 2009/04/22 2009/6/29巣立ち
Ｊ0030 ♀ 2011/04/28 2011/7/2巣立ち 2015/11/18死亡確認
Ｊ0048 ♂ 黒 黄 緑 青 2012/05/22 2012/7/29巣立ち
Ｊ0049 ♀ 黒 黄 緑 緑 2012/05/22 2012/7/30巣立ち
Ｊ0050 ♀ 黒 赤 黒 黒 2012/05/22 2012/7/29巣立ち
Ｊ0060 ♂ 2013/03/26 2013/6/14巣立ち 行方不明
Ｊ0061 ♂ 2013/03/26 2013/6/6巣立ち 2013/10/1死亡
Ｊ0087 ♀ 黒 青 赤 赤 2014/03/29 2014/6/11巣立ち
Ｊ0103 ♀ 黒 緑 黒 青 2015/03/31 2015/6/7巣立ち
Ｊ0131 ♀ 黄 黒 黄 黄 2016/04/15 2016/6/25巣立ち

出石町 伊豆 
Ｊ0296×Ｊ0381

Ｊ0011 ♂ 脚輪なし 2008/05/13 2008/7/20巣立ち
未標識（I-A） ? 脚輪なし 2009/05/11 2009/7/16巣立ち

Ｊ0058 ♂ 2009/05/11 2009/7/17巣立ち 2012/11/30死亡
Ｊ0018 ♂ 2009/05/15 2009/8/8巣立ち 2009/12/25死亡（水難）
Ｊ0043 ♀ 黒 黒（番号） 黄 青 青 青 2011/05/11 2011/7/17巣立ち
Ｊ0044 ♂ 黒 黄 青 緑 黄 2011/05/11 2011/7/20巣立ち
Ｊ0051 ♀ 黒 黒（番号） 赤 黒 黄 橙 2012/04/06 2012/6/11巣立ち
Ｊ0052 ♂ 2012/04/06 2012/6/13巣立ち 行方不明
Ｊ0068 ♂ 2013/04/14 2013/6/22巣立ち 行方不明
Ｊ0070 ♀ 2013/04/14 2013/6/23巣立ち 行方不明
Ｊ0094 ♂ 黒 青 青 緑 2014/04/21 2014/6/26巣立ち
Ｊ0114 ♀ 黒 緑 赤 緑 2015/05/28 2015/8/1巣立ち
Ｊ0132 ♀ 黄 黒 黄 赤 2016/04/25 2016/6/30巣立ち
Ｊ0133 ♀ 黄 黒 黄 青 2016/04/25 2016/7/1巣立ち

郷公園 
エヒメ×Ｊ0405

Ｊ0019 ♂ 2010/04/19 2010/6/25巣立ち 2011/4/17死亡
Ｊ0021 ♂ 黒（番号） 緑 黄 2010/04/17 2010/6/23巣立ち
Ｊ0041 ♀ 黒 黒（番号） 黄 青 黄 青 2011/05/17 2011/7/20巣立ち
Ｊ0042 ♀ 2011/05/17 2011/7/20巣立ち 行方不明
Ｊ0076 ♀ 2013/04/23 2013/6/29巣立ち 行方不明
Ｊ0077 ♀ 2013/04/23 2013/6/28巣立ち 行方不明
Ｊ0078 ♀ 黒 青 黒 青 2013/04/23 2013/6/24巣立ち
Ｊ0084 ♀ 2014/03/26 2014/6/4巣立ち 2015/1/21死亡
Ｊ0085 ♀ 2014/03/26 2014/5/31巣立ち 行方不明
Ｊ0086 ♂ 黒 青 赤 黄 2014/03/26 2014/6/4巣立ち

日撫 
Ｊ0002×Ｊ0408 Ｊ0024 ♀ 黒 黒（番号） 黒 緑 緑 橙 2010/04/20 2010/6/30巣立ち

日高町 山本 
Ｊ0399×Ｊ0011

Ｊ0053 ♀ 黒 黒（番号） 赤 黒 青 青 2012/05/07 2012/7/13巣立ち
Ｊ0054 ♂ 黒 赤 黒 緑 黄 2012/05/07 2012/7/9巣立ち
Ｊ0055 ♀ 黒 黒（番号） 赤 黄 黒 緑 2012/05/07 2012/7/12巣立ち
Ｊ0065 ♂ 2013/04/10 2013/6/21巣立ち 行方不明
Ｊ0066 ♂ 黒 赤 青 黄 2013/04/10 2013/6/22巣立ち
Ｊ0067 ♂ 黒 赤 青 赤 2013/04/10 2013/6/24巣立ち
Ｊ0091 ♂ 黒 青 青 黄 2014/04/16 2014/6/28巣立ち
Ｊ0092 ♂ 2014/04/16 2014/6/26巣立ち 行方不明
Ｊ0093 ♀ 2014/04/16 2014/6/20巣立ち 行方不明
Ｊ0108 ♂ 2015/04/18 2015/6/23巣立ち 2015/6/24死亡
Ｊ0109 ♀ 2015/04/18 2015/6/21巣立ち 2015/7/13死亡

京丹後市 永留 
Ｊ0010×Ｊ0008

Ｊ0056 ♀ 2012/05/24 2012/8/3解放 行方不明
Ｊ0057 ♂ 黒 赤 黄 赤 2012/05/24 2012/7/28巣立ち
未標識 ? 脚輪なし 2012/05/24 2012/7/30巣立ち
Ｊ0071 ♀ 2013/04/19 2013/7/9解放 2013/11/3死亡
Ｊ0072 ♀ 黒 黒（番号） 赤 緑 赤 緑 2013/04/19 2013/7/9解放
Ｊ0073 ♀ 黒 黒（番号） 赤 緑 青 赤 2013/04/19 2013/7/9解放
Ｊ0074 ♂ 橙 2013/04/19 2013/7/9解放 行方不明
Ｊ0075 ♂ 青 2013/04/19 2013/7/9解放 行方不明

庄境 
Ｊ0012×Ｊ0021

Ｊ0081 ♀ 2013/05/21 2013/7/20巣立ち 行方不明
Ｊ0083 ♂ 黒 青 黄 青 2014/03/23 2014/6/1巣立ち
Ｊ0099 ♀ 黒 青 緑 緑 2015/03/20 2015/5/30巣立ち
Ｊ0100 ♀ 黒 緑 黒 黒 2015/03/20 2015/6/1巣立ち

庄境 
Ｊ0476×Ｊ0055

Ｊ0129 ♂ 黄 黒 黒 緑 2016/04/13 2016/6/27巣立ち
Ｊ0130 ♀ 黄 黒 黄 黒 2016/04/13 2016/6/27巣立ち

祥雲寺 
Ｊ0012×Ｊ0021

Ｊ0120 ♀ 黒 緑 緑 黒 2016/03/20 2016/5/27巣立ち
Ｊ0121 ♀ 黒 緑 緑 黄 2016/03/21 2016/5/28巣立ち
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コウノトリ年表

年
コウノトリ数

豊岡のコウノトリに関するできごと 豊岡を含む社会の動き
野生 飼育

江戸時代 ｜

●ほぼ全国各地でコウノトリが見られた
・豊岡市内では、中期から幕末までいくつかの記録が残されて

いる。

・1685年「生類憐みの令」発布

明治時代 ｜

●乱獲
・明治元年から24年まで、野生動物保護に対する国の手立ては

無く、この間に多くの鳥獣が絶滅に追いやられた。

1892年
（明治25） ｜

●「狩猟規則」の制定
・狩猟規則により一部の鳥獣が保護されたが、コウノトリやト

キは効率的な農業の支障になる有害鳥との認識があり、保護
対象にはならなかった。

1894年
（明治27） ｜

・コウノトリが再び姿を現し、鶴山（現豊岡市出石町桜尾）に１
つがいが営巣する。

1904年
（明治37） ｜

●瑞鳥ブーム
・鶴山に営巣したコウノトリが４羽のヒナをかえす。日露戦争

の勝利とあいまって、繁殖は吉兆であると「瑞鳥」ブームが巻
き起こる。

・地元の人々は、コウノトリ見物のために茶店を出し、観光客
の誘致活動を展開した。（茶店は第2次世界大戦前まで続いた）

●保護行政
・旧室埴村は鶴山を保護し、兵庫県は鶴山の周囲18haを銃猟禁

止地に指定する。

・日露戦争が始まる。

1907年
（明治40） ｜

・この頃、旧奈佐村でもコウノトリ1つがいが営巣・繁殖 ・台風により市内約5,000戸が浸水被害

1908年
（明治41） ｜

●「狩猟法」の改正
・鳥獣保護の根拠に、初めて「希少」性が加えられ、コウノトリ、

トキ、ヘラサギが保護鳥として追加指定される。しかし、時
はすでに遅く、全国からほとんど姿を消していた。

1919年
（大正8） ｜

・「史蹟名勝天然記念物保存法」制定

1920年
（大正9） ｜

・円山川で大規模改修工事が始まる。（～1937年）

1921年
（大正10）

1つが
い

●史跡名勝天然記念物の指定
・コウノトリの繁殖地として出石桜尾の「鶴山」が天然記念物に

指定される。
1923年

（大正12） ｜

・関東大震災

1934年
（昭和9）

約60
（20つが

い）

●但馬コウノトリの最盛期
・この頃、コウノトリの生息地は、豊岡盆地を中心に朝来市和

田山町から京都府京丹後市久美浜町の間（15㎞×30㎞）に拡大。

1939年
（昭和14） ｜

●戦争
・戦地へ供給する木材として松が大量に伐採されたため、コウ

ノトリは営巣の場を失い、個体数が激減する。大陸の渡りルー
トが戦地になったことも大きい。

・第2次世界大戦が始まる。

1945年 
（昭和20） ｜

・第2次世界大戦が終わる。

1950年 
（昭和25）

2つが
い

＋α

・豊岡市河谷、八鹿町（現養父市）浅間にそれぞれ1つがいが営巣。
●「文化財保護法」の保護対象に
・コウノトリが文化財保護法の保護対象に指定される。

・豊岡町、新田村、中筋村、五荘村が合併し、豊
岡市が発足

●「文化財保護法」の制定
●農地改革

1951年 
（昭和26） ｜

・コウノトリ生息地の移動に伴い、天然記念物指定を「鶴山」か
ら「養父郡（現養父市）伊佐村」に変更する。

1952年 
（昭和27） ｜

・「養父郡伊佐村」の指定が、天然記念物から特別天然記念物に変
更される。

1953年 
（昭和28） ｜

●「種」としての保護指定
・コウノトリの移動に伴い、天然記念物指定を「生息地」から「種」

に変更する。

1955年 
（昭和30） ｜

●組織的な保護活動の始まり
・行政と民間が共同して「コウノトリ保護協賛会」を結成。官民

一体となった保護活動が始まる。昭和33年に「但馬コウノトリ
保存会」（以下、「保存会」という。）と改称。

江
え

戸
ど

時代から現
げん

在
ざい

まで、コウノトリをめぐる歴史をくわしく振
ふ

り返ります。

第
1
編　
ジ
オ
パ
ー
ク

第
3
編　
産
業
・
文
化

第
2
編　
コ
ウ
ノ
ト
リ

資
料



96

年
コウノトリ数

豊岡のコウノトリに関するできごと 豊岡を含む社会の動き
野生 飼育

1956年 
（昭和31） 23 ・「コウノトリ」の指定が、天然記念物から特別天然記念物に変更

される。

1959年 
（昭和34） 20

・この頃から保存会は、「コウノトリをそっとする運動」や、人工
巣塔の設置（豊岡市百合地地区）、人工餌場をつくり小魚を放
流するなど、様々な活動を展開。

・伊勢湾台風により市内16,800戸に浸水被害

1960年 
（昭和35） ｜

●経済成長重視社会へ
・池田内閣が「所得倍増計画」を発表。驚異的な経

済成長をとげた50～70年代の「高度経済成長期」
の中、生活様式が大きく変化。農村から都市へ
の人口移動、農村構造の変化、都市の大気や水
の汚染が社会問題となる。

1961年 
（昭和36） ｜

・第2室戸台風により市内1,933戸に浸水被害
●近代的・効率的な農業へ
・農業の近代化と生産性の向上を目的に、「農業基

本法」を制定。化学肥料や農薬、大型機械を使っ
た農法が急速に広がる。

1962年 
（昭和37） 14

・保存会が、「ドジョウ1匹運動」を展開。
・兵庫県が、「特別天然記念物コウノトリ」の管理団体に指定され

る。

・レイチェル・カーソンが『沈黙の春』を出版。化
学物質による土壌汚染に警鐘を鳴らす。

1963年 
（昭和38） 14 ・保存会が、保護活動費を募る「愛のきょ金運動」を開始。

・兵庫県がコウノトリの人工飼育に踏み切ることを決定。

1965年 
（昭和40） 8 2

●コウノトリ人工飼育の始まり
・豊岡市野上にコウノトリ飼育場（現コウノトリの郷公園付属施

設保護増殖センター（以下、「飼育場」という。））が完成。野生コ
ウノトリ1つがい（2羽）を捕獲し、人工飼育を開始する。

・コウノトリが兵庫県の県鳥に指定される。
・文部省のコウノトリ飼育対策協議会で、野外に生息している

コウノトリすべてを人工飼育によって保護することを確認。

・食料自給率（カロリーベース）が73％になる。
・台風23号により市内の1,933戸に浸水被害
・市内で農業構造改造事業を始める。（赤石地区・

土渕地区の土地基盤整備）

1966年 
（昭和41） 8

・東京教育大学の武藤教授が、豊岡盆地で死んだコウノトリの
死因は、水銀剤農薬によると発表。

・円山川が1級河川に昇格する。
・1956年から始まった円山川改修工事の計画高水

量が改定され、円山川の工事実施基本計画が定
められる。

1967年 
（昭和42） 3 4 ・市内で野生コウノトリ2つがいを捕獲。

・第1回コウノトリ保護増殖対策会議開催。
・「公害対策基本法」制定

1968年 
（昭和43） 0 4 ・市内中筋北部の圃場整備、コンバイン購入事業

1969年 
（昭和44） 1 3 ・市内で野生コウノトリ1つがいを捕獲。

1971年 
（昭和46） 0 4

●日本の野外でコウノトリ絶滅
・市内で傷ついて衰弱した最後の野生コウノトリが保護された

が死亡。これにより、コウノトリは日本の野外から姿を消した。
・福井県武生市で保護されたコウノトリ1羽が飼育場に移送され

る。
・鹿児島県奄美郡徳之島町でコウノトリ1羽が保護される。（翌年

飼育場に移送される。）

・ラムサール条約（正式名称「特に水鳥の生息地と
して国際的に重要な湿地に関する条約」）採択。

・環境庁が設置される。
●農政の大きな変化・減反政策
・米の過剰供給解決のため、減反政策が始まる。

1972年 
（昭和47） 5

・ローマクラブ「成長の限界」発表
・国連人間環境会議（ストックホルム）で「人間環境

宣言」
・国連環境計画（ＵＮＥＰ）設置
・第17回ユネスコ総会で、「世界の文化遺産及び自

然遺産の保護に関する条約」採択
・市内で法花寺万歳保存会発足

1973年 
（昭和48）

・ワシントン条約（正式名称「絶滅のおそれのある
野生動植物の種の国際取引に関する条約」）採択

1976年 
（昭和51） 5 ・台風17号により市内3,022戸に浸水被害

1979年 
（昭和54） 5 ・台風20号により市内1,016戸に浸水被害

1983年 
（昭和58） 7 ・㈲朝日農事組合発足

1985年 
（昭和60） 10

●ロシアからコウノトリを導入
・旧ソ連・ハバロフスク地方からコウノトリの幼鳥6羽を受贈

し、飼育場で飼育を始める。（以降、Ｈ11,15,16にもハバロフス
クから寄贈あり）

・食料自給率（カロリーベース）が53％になる。
・市内で初めて1集落1営農形態の中谷農事組合が

発足

1986年 
（昭和61） 9 ・飼育場で、豊岡盆地に生息していたコウノトリの最後の1羽が

死亡。日本のコウノトリ絶滅。
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年
コウノトリ数

豊岡のコウノトリに関するできごと 豊岡を含む社会の動き
野生 飼育

1987年 
（昭和62）

・環境と開発に関する世界委員会から「持続可能な
開発」の概念発表。

1989年 
（平成元） 11

●人工繁殖に成功
・コウノトリの人工繁殖に初めて成功（2羽生育）。以後、毎年ヒ

ナが誕生する。

・日本版レッド・データブック（第1版）公表

1990年 
（平成2） 15

・河川水辺の国勢調査開始。
・台風19号により市内2,508戸に浸水被害
・北近畿タンゴ鉄道宮津線の開業

1991年 
（平成3） 20

・東京都多摩動物公園から、2羽繁殖貸与を受ける。（以降、頻繁
に国内動物園との個体の行き来あり。記述は省略）

・バブル経済が崩壊。

1992年 
（平成4） 26

●コウノトリ野生復帰計画が始まる
・飼育下にあるコウノトリの将来方向を決めるため、コウノト

リ将来構想調査委員会（以下、「委員会」という。）が発足。

・国連環境開発会議（リオデジャネイロ）で「環境と
開発に関するリオ宣言」、「生物多様性条約」採択

・「種の保存法」制定
・柳行李が伝統的工芸品の指定を受ける。
・但馬空港（現コウノトリ但馬空港）の開港

1993年 
（平成5） 30

・委員会は、飼育下コウノトリを野生復帰させる方向を確認。
その中間報告で、野生化拠点場所を、豊岡市祥雲寺・河谷・
百合地地区に建設することを決定。

・ＥＵ発足
・国連持続可能な開発検討委員会設置
・「環境基本法」制定

1994年 
（平成6） 40

・委員会がコウノトリの基本構想を策定する。
・飼育下第3世代（Ｆ2）が誕生し、安定した繁殖に目処がたつ。
・第1回コウノトリ未来・国際かいぎの開催。テーマ「コウノト

リの野生復帰」

・「気候変動枠組条約」発効
・但馬ミュージカル研究会発足

1995年 
（平成7） 43

・県が、コウノトリの郷公園（仮称）基本計画を策定。 ・「生物多様性国家戦略」策定
・阪神・淡路大震災
・食料自給率（カロリーベース）が43％になる。

1996年 
（平成8） 44 ・ＩＳＯ14001発効

1997年 
（平成9） 47

・コウノトリの郷公園建設工事着工。
・コウノトリの郷公園で分散飼育開始。
・豊岡あいがも稲作研究会発足。郷公園周辺で、無農薬による

米づくりが組織的に始まる。

・地球温暖化防止京都会議（ＣＯＰ3）開催。「京都議
定書」採択。国ごとの二酸化炭素排出量削減数値
目標を定める。

・河川法の改正（目的に環境保全を追加）
・駅前再開発ビル「アイティ」完成

1998年 
（平成10） 54

・コウノトリ市民研究所発足（2004年にＮＰＯ法人化）。以降、
豊岡盆地の生きもの調査をはじめ、「田んぼの学校」の開催等
様々な活動を行っている。

・「家電リサイクル法」制定
・豊岡で最初の朝市「加陽の朝市」ができる。

1999年 
（平成11） 66

●種の保存、野生化に向けた拠点ができる
・兵庫県立コウノトリの郷公園が開園。

・コウノトリの郷公園進入路の電柱を地中化。

・「食料・農業・農村基本法」制定
・コウノトリの郷公園前で、「コウノトリの郷朝市
（現コウノトリの郷直売所）」が始まる。

2000年 
（平成12） 73

●市民の学習の場を提供する普及啓発施設ができる
・郷公園内に、豊岡市立コウノトリ文化館が開館。
・豊岡市コウノトリ基金を設置。
・第2回コウノトリ未来・国際かいぎを開催。テーマ「人と自然

の共生」

・「循環型社会形成推進基本法」制定
・「建設リサイクル法」制定
・「食品リサイクル法」制定
・円山川河川敷一部を湿地再生（ビオトープ化）
・「コウノトリの郷朝市友の会（現合同会社コウノト

リの郷直売所）」発足

2001年 
（平成13） 82

・転作田を活用したビオトープ水田を始める。
・コウノトリ・パークボランティア発足。

・環境省発足

2002年 
（平成14） 野1 101

●行政担当部署の整備、体系的な政策の企画・調整
・市企画部内に「コウノトリ共生推進課（現コウノトリ共生課）」

を設置。
・兵庫県但馬県民局企画調整部に「コウノトリ翔る地域づくり担

当参事」が設置される。
・飼育コウノトリが100羽を超える。
・水田と水路をつなぐ魚道の設置が始まる。
・「コウノトリ野生復帰推進計画」策定。
・「コウノトリ翔る地域まるごと博物館構想・計画」策定。
●野生コウノトリの飛来
・8月に野生コウノトリ1羽（ハチゴロウ）が飛来。

・「自然再生推進法」成立
・「新・生物多様性国家戦略」決定
・「自動車リサイクル法」制定
・食料自給率（カロリーベース）が40％になる。
●市の方針の明確化
・「豊岡市総合計画」策定。目指す都市像を「コウノ

トリ悠然と舞い、笑顔あふれる　ふるさと・豊
岡」と定める。これに基づき、「コウノトリと共に
生きるまちづくりのための環境基本条例」、「豊岡
市環境基本計画」策定

・円山川水系自然再生計画（国・県）策定委員会の
発足

・「コウノトリの郷営農組合」発足
・「河谷地区営農組合」発足
・エコファーマー認定制度の開始

第
1
編　
ジ
オ
パ
ー
ク

第
3
編　
産
業
・
文
化

第
2
編　
コ
ウ
ノ
ト
リ

資
料



98

年
コウノトリ数

豊岡のコウノトリに関するできごと 豊岡を含む社会の動き
野生 飼育

2003年 
（平成15） 野1 105

●横の連携が広がり始める
・コウノトリ野生復帰推進連絡協議会の設置。
・コウノトリ野生復帰技術方策検討委員会の設置。
・10月、コウノトリ文化館来館者が50万人に達する。
・転作田を活用したビオトープづくりが市内複数の農会・農事

組合に広がる。
・安全・安心農産物ブランド「コウノトリの舞」の商標登録。
・コウノトリと共生する水田づくり（田園自然環境再生、転作田

ビオトープ、中干し延期・冬期湛水稲作）が始まる。
・コウノトリの試験放鳥に向けた野生馴化訓練が始まる。
・愛知県でコウノトリ1羽が捕獲され、郷公園へ移送される。
・文化庁より、豊岡盆地が「文化的景観」に選定される。

・「環境保全活動・環境教育推進法」制定
・「遺伝子組換え生物規制法」制定
・「循環型社会形成推進基本計画」策定
・食糧法を改正し、「食料・農業・農村基本法」制定
・豊岡盆地が文化的景観に選定
・但馬地域がグリーン・ツーリズム特区に認定さ

れ、市民農園や農家民宿がオープンする。
・第1回コウノトリ感謝祭開催（以降、第3回まで毎

年開催）
・市内小学校を環境教育モデル校に指定
・収集ごみの有料化を開始
・「豊岡市環境行動計画」策定

2004年 
（平成16） 野1 113

・愛知万博でコウノトリ野生復帰をＰＲ。
・コウノトリ野生復帰を全国規模で応援する「コウノトリファン

クラブ」が発足。
・コウノトリの郷公園周辺県道の電柱地中化・美装化を行う。
・韓国教員大学韓国コウノトリ研究所へコウノトリ2羽譲渡。（以

降、Ｈ19にも譲渡あり）
・野生復帰に向けた順化訓練（飛行・採餌など）の実施。
・新潟県でコウノトリ1羽が保護され、郷公園へ移送される。

・「景観法」施行
・国産最後のトキ「キン」が死亡
・鳥インフルエンザが問題となる。
・円山川下流域が全面銃猟禁止区域となる。
・ひのそ島の掘削工事が始まる。
・台風23号により、市内7,944戸に浸水被害
・豊岡かばんが「ＪＡＰＡＮブランド育成支援事

業」に選定される。
●環境と経済の共鳴に向けて
・「豊岡市環境経済戦略」策定
・市内で研究活動を行う学生を支援する「コウノト

リ野生復帰学術研究奨励補助制度」が始まる。

2005年 
（平成17）

野1
放7 111

●コウノトリ試験放鳥始まる
・9月、飼育下コウノトリの試験放鳥が始まる。
・第3回コウノトリ未来・国際かいぎ開催。テーマ「人と自然が

共生する持続可能な地域づくり」
・「コウノトリ育む農法」が各地域に広がる。

・4月、1市5町の合併により新豊岡市となる。
・市街地に「カバンストリート」がオープン

（以上、第 3回コウノトリ未来・国際かいぎ（2005.9）資料「豊岡の挑戦」から）【一部加筆】

年
コウノトリ数

コウノトリに関するできごと 関係するできごと
野生 飼育

2005年度 
（平成17）

野1
放7 111

3月
・愛知万博で「コウノトリ野生復帰」プロジェ

クト紹介（愛知県名古屋市）

4月 ●新「豊岡市」発足

6月 ・クチバシの折れたコウノトリ「武生」が死亡

9月
・飼育下コウノトリの試験放鳥開始
　自然放鳥5羽・祥雲寺
　段階的放鳥2羽・野上

9月
・第3回コウノトリ未来・国際かいぎ開催。

テーマ「人と自然が共生する持続可能な地域
づくり」

2006年度 
（平成18）

野1 
放13 107

4月
●野外での産卵（孵化せず）
・自然放鳥の中から、2羽がペアとなり産卵。（孵化には

至らず・百合地巣塔）
4月

・市の農林水産部を「コウノトリ共生部」に改
称。同部内にコウノトリ共生課設置

・コウノトリ環境経済コンソーシアム設立

5月

・祥雲寺の段階的放鳥拠点のペアへ託卵、ヒナ2羽が飛
び立ち

・野上拠点での段階的放鳥を中止
・愛媛県から野生コウノトリ1羽（エヒメ）が飛来

5月

●子どもも野生復帰！
・子どもの野生復帰大作戦「自然体験学校」開

講

6月 ・コウノトリ文化館入館者100万人到達

7月 ・試験放鳥
　段階的放鳥2羽・祥雲寺

9月
・試験放鳥
　自然放鳥3羽・円山川河川敷
　段階的放鳥4羽・河谷

10月 ・「多自然型川づくり基本指針」の策定

11月
・豊岡市環境審議会「豊岡市コウノトリと共に

生きるまちづくりのための環境基本条例案」
答申

12月 ・「有機農業推進法」制定

2月 ・17年度自然放鳥個体1羽死亡
・野生コウノトリ「ハチゴロウ」死亡 2月 ・「コウノトリ舞い降りる田んぼ」に市内5地区

認定
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年
コウノトリ数

コウノトリに関するできごと 関係するできごと
野生 飼育

2006年度 
（平成18） 3月

・市立地域交流センター「コウノトリ本舗」
オープン

・バイオマスタウン構想書公表
・豊岡市総合計画策定
・「（仮称）ハチゴロウの戸島湿地」整備基本構

想・計画策定

2007年度 
（平成19）

野1 
放18 99

4月 ・18年度自然放鳥の中から2羽がペアとなり産卵（孵化
には至らず・赤石巣塔）

5月 ・「コウノトリ舞い降りる田んぼ」に市内9地区
認定

6月 ・日欧共同ワークショップ・シンポジウム（ド
イツ）で市長が講演

7月
●野外でのヒナ誕生・巣立ち（国内で46年ぶり）
・18年度段階的放鳥のペアからヒナ1羽が巣立ち（百合

地巣塔　5／20誕生、7／31巣立ち）
7月

・環境経済型セミナー（市民環境大学）
・ひのそ島（円山川中州）掘削完成

9月
・試験放鳥
　自然放鳥3羽・楽々浦
　段階的放鳥2羽・山本

9月
・コウノトリ湿地ネット発足

10月

・韓国教員大学校韓国コウノトリ研究所へ4羽譲渡

10月

・日欧共同ワークショップ・シンポジウムを
豊岡で開催

●学校給食の変化
・市内小中学校の学校給食で、コウノトリ育

むお米を2か月に3回の割合で使用

11月
・「第三次生物多様性国家戦略」決定
・バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）を学校給食

配送車に使用

2月 ・自然放鳥個体1羽収容

3月
●野生復帰後初めてのヒナの誕生日を市の記

念日に
・豊岡市「生きもの共生の日」（5／20）を制定

2008年度 
（平成20）

野1 
放27 100

5月

・三木の段階的放鳥拠点のペアへ託卵。その後、ヒナ2
羽が飛び立ち

5月

・市立コウノトリ文化館で「環境協力金」呼び
かけ開始

・ふるさと納税「コウノトリ豊岡寄付金」制度
導入

・コウノトリツーリズムガイドを開設
・田結の休耕田で湿地創出の動き
・「コウノトリ舞い降りる田んぼ」に市内1地区

認定

6月
●野外での順調な繁殖
・自然、段階的放鳥の中から5ペアのヒナ8羽が巣立ち
（～7月）

6月
・「生物多様性基本法」制定
・コウノトリ生息地保全協議会を設立（環境省

補助事業採択）

7月

・試験放鳥
　段階的放鳥2羽・三木

7月

・豊岡市マスコット・コウノトリの「コーちゃ
ん」、オオサンショウウオの「オーちゃん」誕
生

・コウノトリ文化館入館者200万人到達

9月

・リーマンショック
●トキの野生復帰始まる
・トキ放鳥記念式典に市長、市内小学生参加
（新潟県佐渡市）

10月

・ラムサール条約第10回締約国会議に参加（韓
国）

・水田決議（正式名称「湿地システムとしての
水田における生物多様性の向上」）採択

1月 ・放鳥コウノトリの野外繁殖により巣立った個体1羽死
亡

2月 ・豊岡ＫＯＤＯＭＯラムサール交流会を開催

2009年度 
（平成21）

野1 
放35 98 4月

・放鳥コウノトリの野外繁殖により巣立った個体1羽死
亡

4月

・コウノトリの郷公園開設10周年
・学校給食を毎日米飯にするとともに、週1回

の割合でコウノトリ育むお米を使用
●野外コウノトリのための拠点施設ができる
・ハチゴロウの戸島湿地開設（指定管理者：コ

ウノトリ湿地ネット）
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年
コウノトリ数

コウノトリに関するできごと 関係するできごと
野生 飼育

2009年度 
（平成21）

5月

・自然、段階的放鳥、野生個体の中から4ペアのヒナ9
羽が巣立ち（～8月） 5月

●寄付金「コウノトリ基金」の本格的活用が始
まる

・市内小学校区ごとにコウノトリ基金活用ビ
オトープの設置を開始。小学校授業と連携

6月 ・「コウノトリ舞い降りる田んぼ」に4地区認定
（うち市内1地区）

9月
・日本・アジアＳＡＴＯＹＡＭＡ教育イニシ

アティブ実習（東京大学、国連大学高等研究
所、豊岡市連携事業）

10月 ・試験放鳥
　段階的放鳥2羽・唐川
　 11月 ・豊岡市経済成長戦略策定

12月
・21年度段階的放鳥個体1羽死亡
・放鳥コウノトリの野外繁殖により巣立った個体1羽死

亡
2月 ・自然放鳥個体1羽収容

3月

・「生物多様性国家戦略2010」決定
・国土交通省が、出石川加陽大規模湿地整備

工事に着手

2010年度 
（平成22）

野1 
放41 98

4月

・福井県越前市に野生個体1羽が飛来（4／1～連続107日
間滞在）

・山本の段階的放鳥拠点のペアへ託卵。その後、ヒナ2
羽が飛び立ち 4月

●コウノトリ野生復帰の次世代育成に向けて
・コウノトリＫＩＤＳクラブ設立
・コウノトリ文化館開設10周年
・豊岡市エコハウス完成
●豊岡市に「環境のまちづくり専門員（生物多

様性保全担当）」を配置

5月 ・「国際生物多様性年関連事業」を実施（～10月）

6月
・自然、段階的放鳥、野生個体の中から5ペアのヒナ9

羽が巣立ち（～8月・自然放鳥個体と野生個体の間に
初めてのヒナ誕生。遺伝的多様性に光明）

7月 ・試験放鳥
　段階的放鳥2羽・山本 7月 ・「コウノトリ舞い降りる田んぼ」に3地区認定

（うち市内1地区）

8月
・ＪＩＣＡ草の根技術協力事業による中国へ

の支援（環境教育・環境創造型農業）のため
訪中

9月

・放鳥コウノトリの野外繁殖により巣立った個体2羽死
亡

・22年度段階的放鳥個体1羽死亡 9月

●ラムサール条約湿地登録に向けた動きが本
格化

・「円山川下流域及び周辺水田」がラムサール条
約の国内潜在候補地に選定（9／30）

10月

・山陰海岸ジオパークが世界ジオパークに認
定

・生物多様性条約第10回締約国会議（ＣＢＤ／
ＣＯＰ10）に参加（愛知県名古屋市）

・ＣＯＰ10で「愛知目標（ポスト2010年目標
（2011－2020年）を採択

・第4回コウノトリ未来・国際かいぎ開催。
テーマ「野生復帰がもたらすもの～コウノト
リが紡ぐ　いのち・地域・経済・文化～」

・「コウノトリの生息地を全国に広げる市民か
いぎ」、「関係自治体会議」を開催

12月

●高病原性鳥インフルエンザ対策が本格化
・鳥取県米子市と富山県高岡市で死んだ野鳥から高病

原性鳥インフルエンザウイルスが検出されたことを
受け、郷公園でのコウノトリ12羽の公開を一時中止

（12／25～1／2収容）

12月

・豊岡市高病原性鳥インフルエンザ警戒本部
を初めて設置

1月

・兵庫県伊丹市瑞ヶ池で死亡していた野鳥から高病原
性鳥インフルエンザウイルスが検出されたこと等を
受け、郷公園でのコウノトリ12羽の公開を再び一時
中止（1/27～3／22収容）

2月 ・19年度自然放鳥個体１羽死亡 2月 ・兵庫県が「コウノトリ野生化対策会議」を立
ち上げ

3月 ・18年度自然放鳥個体1羽死亡 3月 ●東日本大震災発生（3／11）

（以上、第 4回コウノトリ未来・国際かいぎ（2010.10）資料編から）【一部加筆】
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年
コウノトリ数

コウノトリに関するできごと 関係するできごと
野生 飼育

2011年度 
（平成23）

野1 
放47 95

4月

・放鳥コウノトリの野外繁殖により巣立った個体1羽死
亡 4月

・学校給食でのコウノトリ育むお米の使
用を週2回に

・市政策調整部内に「エコバレー推進室」
を設置

5月 ・コウノトリ文化館入館者300万人到達

6月
・自然、段階的放鳥、野生個体の中から5ペアのヒナ9

羽が巣立ち（～9月・百合地巣塔9／24のヒナ巣立ちは
最も遅い記録）

8月

●コウノトリ野生復帰の中長期計画策定
・兵庫県教育委員会とコウノトリの郷公

園が「コウノトリ野生復帰グランドデザ
イン」を発表

・兵庫県が「コウノトリ野生復帰推進計画
（第2期）策定委員会」を立ち上げ

9月 ・18年度段階的放鳥個体1羽死亡

11月 ・豊岡市が「生物多様性地域戦略検討委員
会」を立ち上げ

12月 ●兵庫県以外での繁殖個体群創設に向けた動きがスタート
・福井県越前市に1ペア（2羽）を移送（12／10）

2月 ・人工巣塔を移設し、営巣場所を誘導（祥雲寺）

3月
・「コウノトリ野生復帰推進計画（第2期）」

策定（兵庫県）
・「豊岡市農業振興戦略」策定

2012年度
（平成24）

野1
放58 97

※以降、野外コウノトリのケガによる収容・死亡等の情報は、件数が多いため敢えて記載せず。特記事項のみ抽出し
記載する。

4月

・市立三江小学校内の人工巣塔で初めて産卵するも、
突風によって巣が飛ばされ、落下した4卵のうち2卵
が破卵。高所作業車を使って巣を繕い2卵を戻すが、
その後抱卵せず。ふ化には至らなかった

●初めて市外で繁殖
・豊岡市以外・県外（京都府京丹後市久美浜町永留）で

コウノトリが営巣・産卵（→5月ふ化、7月巣立ち）

5月

●放鳥3世の誕生
・野外で巣立ったコウノトリ同士のペアによる国内初

のヒナがふ化。（福田巣塔）
●遺伝的多様性の向上、性比バランスの向上を強化
・東京都多摩動物公園とのコウノトリの交換（2羽）
※過去、同公園とはＨ10年度に交換、Ｈ12年度譲渡、

Ｈ14年度譲渡、Ｈ15年度交換あり
6月 ・6／26を農家の「一斉生きもの調査日」に

7月

●ラムサール条約湿地登録
・「円山川下流域・周辺水田」560haがラム

サール条約湿地に登録（7／3）
・ラムサール条約第11回締約国会議に参

加（ルーマニア）
・「円山川下流域」の湿地保全の取組みが、

国際湿地ネットワーク（ＷＷＮ）が行う
ウェットランド・グローブ賞のブルー
グローブ賞（最良の実践例）を受賞

・豊岡エコポイント制度開始

9月 ・野外個体の性比バランス改善に向けたオス個体の放
鳥（出石町袴狭） 9月 ・「生物多様性国家戦略2012-2020」決定

10月 ・ロシア・ハバロフスク地方のプリアムールスキー動
物園に4羽（2ペア）を寄贈

3月

・近親婚回避対策のための営巣阻止の実施（巣台の周囲
に障害物を設置）

3月

・コウノトリ湿地ネットの、田結をフィー
ルドとした活動が「ラムサール－ダノ
ン・エビアンプログラム」に採択（2ヵ年
事業）される

・「円山川水系河川整備計画（国管理区間）」
策定（国土交通省豊岡河川国道事務所）

2013年度
（平成25）

野1
放71 90 4月

・生息地ネットワーク保全管理作業員を配置
・コウノトリ野生復帰に関係する行政6機

関（文化庁、国土交通省、農林水産省、
環境省、兵庫県、豊岡市）が共同主体と
なり、「コウノトリ野生復帰検証事業」に
着手
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年
コウノトリ数

コウノトリに関するできごと 関係するできごと
野生 飼育

2013年度
（平成25）

5月 ・越前市の飼育ペアが初の産卵
・野田市の飼育ペアが初の産卵

6月

・養父市八鹿町伊佐地区拠点から放鳥（託卵ふ化個体）
・京丹後市永留地区で営巣中のオス親が死亡したため、

人工巣塔内のヒナ5羽を捕獲し、収容
・東京都多摩動物公園とのコウノトリの交換（3羽）
・野田市、飼育下で初のふ化（6／9）（越前市は無性卵の

ためふ化せず）
7月 ・朝来市山東町三保地区拠点から放鳥（託卵ふ化個体）
8月 ・野田市、飼育下で初の巣立ち（2羽。8／2、8／10）

9月 ・「豊岡市生物多様性地域戦略」策定

11月 ・広島県安佐動物公園にコウノトリを譲渡（オス1羽、
メス1羽）

12月

●国内個体群管理に関する連携組織立ち
上げ

・「ニホンコウノトリの個体群管理に関す
る機関・施設間パネル（専門会議）」（略
称ＩＰＰＭ-OWS）の設立

2月
・野外コウノトリが、人工巣塔以外で初の造巣行動（野

上保護増殖センター敷地内の松林にて。産卵には至
らず）

3月

●野外コウノトリが初めて国境を越える
・3/18　韓国慶尚南道金海（キメ）市でJ0051が目撃され

る

・東京都多摩動物公園に有精卵（4ケ）を移送

3月

・「加陽湿地拠点整備・管理運営計画」策
定（豊岡市）

2014年度
（平成26）

野1
放70 95

6月 ●福井県越前市の飼育ペアが産卵、初のふ化（無精卵で
あったため、託卵しふ化に成功）

・コウノトリ野生復帰検証事業の結果報
告

7月
・第5回コウノトリ未来・国際かいぎ開

催。テーマ「未来へ! 〜野生復帰のすす
め〜」

9月 ・コウノトリ文化館入館者400万人到達

10月
・生物多様性条約第12回締約国会議（CBD

／COP12）に参加（韓国・江原道（カン
ウォンド）・平昌（ピョンチャン））

2月
・豊岡市日高町山本の人工巣塔から巣立ったコウノト

リ（J0092）が韓国で確認。昨年3月の移動に続き2例目
となる。

2015年度
（平成27）

野1
放73 96

4月 ・学校給食でのコウノトリ育むお米の使
用を週3回に。

5月

・イタリア・ミラノでミラノ国際博覧会
が開催され（5月1日〜10月31日）、日本
館のフードコートで使用されたお米は
全て「コウノトリ育むお米」（約24.5t）。

6月 ・朝来市山東町三保地区拠点から放鳥
・養父市八鹿町伊佐地区拠点から放鳥

7月
●千葉県野田市でコウノトリ放鳥（3羽）
●平成19年に初めて野外で巣立ちを確認して以来、100

羽目となる巣立ちを確認

9月

●韓国・礼山郡でコウノトリ放鳥（8羽）
・豊岡市出石町伊豆の人工巣塔から巣立ったコウノト

リ（J0094）が韓国で確認。今年2月の移動に続き、3例
目となる。

●9月24日、コウノトリを放鳥してから
10年経過

10月 ●福井県越前市でコウノトリ放鳥（2羽）

11月 ・IPPM-OWSフォーラムの開催
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